
2023 年度 第３回 日本診療放射線技師連盟 理事会 議事録 

 

日時：令和 5 年 10 月 1３日（金）18：30～19：30 

会場：Web 開催 

出席者：理 事 長：芳士戸治義 

副理事長：市川重司、江田哲男、角田喜彦、中上康次 

    理  事：上田克彦、江藤芳浩、江端清和、大内幸敏、小黒清、界外忠之 

木口雅夫、菊池克彦、後閑隆之、後藤吉弘、木暮陽介、園田優、 

杣澤路子、髙橋俊行、富田博信、中村登紀子、西小野昭人、長谷川雅一

山本英雄 

監  事：田中功、松原馨 

陪 席 者：畦元将吾、白木尚 

司会進行：江田哲男 

書 記：谷本恵子 

 

業務報告・周知事項（報告期間：前回理事会～本日） 

1. 活動報告 木暮理事 

2023 年 7 月 24 日(月) 日本診療放射線技師連盟 web 懇談会開催 

2023 年 8 月 7 日(月) 衆議院議員かみかわ陽子アフタヌーンセミナーに出席 

2023 年 8 月 28 日(月) 根本匠シンポジウムに出席 

2023 年 9 月 12 日(火) 田村憲久 第 12 回社会保障勉強会に出席 

2023 年 9 月 16 日(土) 三ッ林ひろみ 国政報告会に出席 

2023 年 9 月 28 日(木) 加藤勝信君と日本の未来を語る会に出席 

2023 年 10 月 12 日(木) 畦元将吾活動報告会(西内健 候補)開催 

※ (公社)東京都診療放射線技師会会誌に日本診療放射線技師連盟ニュース掲載依頼 

 

2. 情報システム報告 木暮理事 

‐ 自民党入党のご案内 191 人(2023 年 9 月 19 日付 畦元議員付き自民党員数、診療放

射線技師のみ) 目標 2000 名 

‐ 日本診療放射線技師連盟ニュースを毎月掲載 

‐ 令和 5 年度第 2 回理事会議事録を掲載 

‐ 会員・決済管理システム導入ならびに連盟 HP との連携 作業中 

 

3. 会計報告 木暮理事 

‐ 連盟会員数は 1087 名(2023 年 10 月 12 日時点) 

2023 年度の年会費納入状況は 142 件、寄付は 16 件 



‐ 連盟残金:549, 587 円(2023 年 10 月 12 日時点) 

 

4. 国政報告 畦元参与 

畦元参与より国政報告があった。 

‐参議院、衆議院の補欠選挙の応援を連盟の先生方と一緒にしている。高知・徳島の補欠

選挙応援を WEB で対応し大変盛り上がったことを幹事長室に報告した。 

‐厚生労働省のから説明会で、放射線技師をはじめとするコメディカルの給料、専門技師

の資格をもっている方の待遇等について話が出ている。 

‐10 月 20 日より臨時国会が始まる。皆様方の意見をできる限り国会にて伝えていきた

いと思う。 

 ‐10 月 20 日、畦元将吾励ます会を催す。総理からビデオメッセージを頂く予定である。

その他議員の先生方とは調整中である。 

 ‐副幹事長に就任した。 

 

5. 日本診療放射線技師会報告 上田理事 

‐技師の定員制に関して、適正配置という形で要望は出している。一方、根拠を示さなけ

ればならないので調査をしているところである。我々の業務量の調査をどう分析して

いくかを外部のシンクタンクにお願いしているが、まだスタートしていない。良い案が

あればアイディアを頂けたらと思っている。 

 ‐レカネマブ、アルツハイマーの治療薬のことについて、チーム医療推進協議会代表とい

うことで中医協の会議に出席している。専門委員という立場で出ているので発言権は

ないが、参考意見を聞かれたら答えるという立場である。レカネマブが承認された場合、

治療対象者が 160 万人から別の言い方をすると 500 万人ほどいるということになって

いるが、アミロイド PET を施行し、対象者と証明できなければレカネマブを使用でき

ないというのがある。現在アミロイド PET ができる施設が施設認証を取っている施設

となっており、現在 49 施設しかない。アミロイド PET ができないから治療薬が投与

できないという意見が我々に向かないか懸念している。また、レカネマブ投与後、定期

的に脳 MRI を撮らなければいけないが、それも可能な施設でないといけないというこ

とにもなる。現在 MRI の検査で予約が大変な状況だと思うが、さらにレカネマブ対象

患者が上乗せされるとなると莫大な検査数となるのははっきりしている。このことを

日本医師会にも伝えないといけないと思っている。 

 ‐告示研修費用について、厚生労働省が基金（区分６）を出しており、小規模医療施設は

使用可能である。各都道府県の技師会長の皆様に色々調べていただいた。各自治体が都

道府県にその区分６を告示研修に使用するという予算を申請し、配分していなければ

使えないということで、47 都道府県のうちの十数都道府県しか土俵に上がってこない。

さらにそこから医療施設が申請しなければもらえないというややこしい状態になって



いる。これについては来年度も継続して使えるようにお願いしようと思う。告示研修を

受けるのに躊躇している方にも受けてもらえるような活動をしている。 

 ‐第 39 回日本診療放射線技師学術大会において、連盟ブースを設けていただき多くの方

からのご支援をいただいた。来年は JSRT との合同学術大会のため連盟ブースを設ける

ことができるかはっきりしていない。場所は確保している。 

 

6. 広島県連盟報告 中上副理事長 

 ‐9 月いっぱいで畦元将吾広島事務所が閉所となった。 

 ‐熊本での日本放射線技師学術大会、連盟ブースは大盛況であった。 

 ‐来月には山口で中四国放射線医療技術フォーラム CSFRT2023 でも連盟ブースを用意

していただけるとの連絡を頂いたのでかけつけたい。 

 ‐連盟主催で畦元将吾活動報告会選挙応援スペシャルを開催した。今度は衆議院補欠選

挙、長崎 4 区の金子洋三候補を応援する。 

 ‐今年の年末にかけて、畦元将吾活動報告会、全国ツアーも予定している。基本的にはオ

ンライン、できる限り全国各県での開催を予定している。スケジューリングのサイトを

使って、スケジューリングをしていきたいと考えているので、都道府県支部の先生方、

是非とも候補日に県名を入れてほしい。また事務局の方から詳しいお知らせを流すの

でご協力願いたい。 

 

審議事項 

1. 理事長改選について  

木暮理事より立候補あり、賛成多数にて承認された。 

新理事長に木暮陽介理事が就任となった。 

‐芳士戸前理事長より挨拶があった。 

‐木暮新理事長より挨拶があった。 

 

2. 自民党党員入会(党費納入)について 木暮理事 

‐9 月 12 日付けで今までの党員数（技師）が 1698 名。この 10 月になったところで、

191 名の方しか党費を支払いできていない状況。 

一方で、党費を払ったかどうか不明、 もしくは、党費を払ったが党員書が届かないな

どいろんなご相談がある。ご自身の党費支払い状況、もしくは、 自分たちの地域の先

生方の支払い状況については、事務局 info＠jfrt.jp にご相談いただければ、党費状況が

どうなってるかというのは、すぐにお伝えすることができる。 

9 月 12 日に畦元事務所の方と相談をし、10 月下旬、11 月下旬の連盟ニュースを出す

とき、役員ならびに支部長の先生方にも都道府県別の自民党員数を出していく予定。



自分の都道府県において、党員になってる方で、まだ今年払ってない方、不明な場合

に関しては、広報をしていただきたい。 

 

3. 日本診療放射線技師連盟会費について 木暮理事 

‐現在 108７名の登録データがあるが、年会費納入 142 件という状況。今年度において、

事務局の方から bcc で一斉に未納の先生方に会費納入のお知らせをメールする。 

‐埼玉県の角田副理事長の方で、来年度、1 月以降になると思うが、会員決済管理シス

テム導入の構築に向けてやっていただけないかと考えている。ベンダーは決まってお

り、導入費は残金で賄える。システムにおいて、アカウント作成等やり取りをするこ

とになると思うが、これらを埼玉県の方でこのシステム導入に向けて、ご尽力いただ

けないかと考えている。 

角田副理事長 埼玉富田会長と話をしながら準備を進める。 

      連盟会費について、会員から 5 年分まとめての支払いはできるかとの問い

合わせあるが可能か。 

木暮理事  手動で対応することとなるが可能である。過去にも何人かいらっしゃった。 

 

4. 畦元将吾君を励ます会について 木暮理事 

‐10 月 20 日に畦元将吾先生を励ます会が開催される。連盟としても応援している。 

 

5. 「日放連・日臨連」定期懇話会について 木暮理事 

木暮理事  技師会で、臨床衛生検査技師会と定期懇話会をやり、その後連盟理事会とい

う流れになっている。 

上田理事  臨床衛生検査技師会と告示研修や告示研修の基金の話等、協力している。

様々な案件において、似たような政策や背景があり、情報共有しながら一緒

に政府に何かお願いできるような立場で話をしていこうという形になってい

る。両会の学術大会に代表が行って挨拶する等の活動をしている。メインは

臨床衛生検査技師連盟の方々に畦元先生を応援していただくということとな

っている。 

木暮理事  技師会の後に、連盟も定期懇話会という形でお話をすることになっている。 

    臨床衛生検査技師会から、医療技術者協議会について診療線技師連盟も、入

会されないかという誘いが来ているがまだ入ってない状況である。今回の定

期懇話会で話し合いできればと思っている。また、畦元先生のご支援につい

ても懇話会で強くお願いしたいと思っている。 

江田副理事長 11 月 29 日に懇話会を計画している。ご意見ないようなので執行部で色々

と進めていきたいと思う。引き続きご支援ご協力をお願いしたい。 

 



6. 公明党政策要望懇談会について 木暮理事長 

11 月 15 日に開催する予定である。内容については上田理事と話を詰め、政策要望を

していきたい。 

 

7. 次回連盟理事会 

12 月 4 日 18:30～予定 WEB 形式 

 

理事会総括 角田福理事長 

第 3 回放射線技師連盟理事会総括があった。 

 

以上 


